（様式７）（記載例）

労働安全衛生法に定める
健康診断に関する申出書

　（あて先）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出年月日　令和○○年 ○月 ○日●契約等の権限を支店に委任している場合でも、本店の内容を記入してください。

札幌市長役職等は参加資格者名簿の内容と一致させてください。

札幌市交通事業管理者
札幌市水道事業管理者
札幌市病院事業管理者
参加資格者（本店）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　東京都○○区○○町１丁目○－○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称　○×設備(株)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職氏名　代表取締役　○○　□□
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　令和４～７年度の札幌市の役務の提供に係る競争入札参加資格の審査にあたり、当社は、労働安全衛生法に定める健康診断を実施していること（法令の対象となる労働者を雇用していない事業者にあっては、健康診断を実施する義務がないこと）を申し出ます。


注)１　この申出書は、建物清掃業、警備業、建物設備等保守管理業のいずれかに申請する方のみ
提出して下さい。
２　本社または札幌市内の支店等を管轄する労働基準監督署に「定期健康診断結果報告書」を提出し、事業者控えとして労働基準監督署受付済の報告書の写しを交付されている場合は、当該報告書の写しを提出して下さい。その場合、本申出書は提出不要です。
３　この申出書の内容が虚偽であることが判明した場合、入札参加資格の登録を取消す場合があります。
（参考）
労働安全衛生法第６６条第１項
事業者は、労働者に対し、厚生労働省令で定めるところにより、医師による健康診断を行なわなければならない。
労働安全衛生規則第４４条
[bookmark: 1000000000000000000000000000000000000000]　事業者は、常時使用する労働者（第四十五条第一項に規定する労働者を除く。）に対し、一年以内ごとに一回、定期に、（中略）医師による健康診断を行わなければならない。
労働安全衛生規則第５２条
　常時５０人以上の労働者を使用する事業者は、第４４条、第４５条又は第４８条の健康診断（定期のものに限る。）を行なつたときは、遅滞なく、定期健康診断結果報告書（様式第６号）を所轄労働基準監督署長に提出しなければならない。



（様式７）
労働安全衛生法に定める
健康診断に関する申出書

　（あて先）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出年月日　　　　　年　　月　　日
札幌市長
札幌市交通事業管理者
札幌市水道事業管理者
札幌市病院事業管理者
参加資格者（本店）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　令和４～７年度の札幌市の役務の提供に係る競争入札参加資格の審査にあたり、当社は、労働安全衛生法に定める健康診断を実施していること（法令の対象となる労働者を雇用していない事業者にあっては、健康診断を実施する義務がないこと）を申し出ます。


注)１　この申出書は、建物清掃業、警備業、建物設備等保守管理業のいずれかに申請する方のみ
提出して下さい。
２　本社または札幌市内の支店等を管轄する労働基準監督署に「定期健康診断結果報告書」を提出し、事業者控えとして労働基準監督署受付済の報告書の写しを交付されている場合は、当該報告書の写しを提出して下さい。その場合、本申出書は提出不要です。
３　この申出書の内容が虚偽であることが判明した場合、入札参加資格の登録を取消す場合があります。
（参考）
労働安全衛生法第６６条第１項
事業者は、労働者に対し、厚生労働省令で定めるところにより、医師による健康診断を行なわなければならない。
労働安全衛生規則第４４条
　事業者は、常時使用する労働者（第四十五条第一項に規定する労働者を除く。）に対し、一年以内ごとに一回、定期に、（中略）医師による健康診断を行わなければならない。
労働安全衛生規則第５２条
　常時５０人以上の労働者を使用する事業者は、第４４条、第４５条又は第４８条の健康診断（定期のものに限る。）を行なつたときは、遅滞なく、定期健康診断結果報告書（様式第６号）を所轄労働基準監督署長に提出しなければならない。



